
                                  　　　　　

開 催 日 及 び 場 所 令和５年１１月２９日（水）　　東福第二ビル　１０１会議室

作間　功（弁護士）、山城　賢（大学院教授）、大脇　成昭（大学院教授）

順不同

審 議 対 象 期 間 令和５年４月１日～令和５年９月３０日

抽 出 案 件 総件数　　　　　９件 　　（備考）

一 般 競 争 　　　　        　　３件

工 事 希 望 型 競 争 　　      　　　　　０件 対象期間中の案件無し

指 名 競 争 　　      　　　　　０件 対象期間中の案件無し

随 意 契 約 　　      　　　　　１件

建設コンサルタント業務等 　　　　        　　２件

物 品 及 び 役 務 　　　　        　　１件

少 額 随 意 契 約 　　　　        　　２件

委 員 か ら の 意 見 ・ 質 問 、 　　　　　　　　　　別紙のとおり 　　　　　　　　　　別紙のとおり

そ れ に 対 す る 回 答 等

（ 主 な 審 議 内 容 ）

委 員 会 に よ る 意 見 の

　　　　　　　　　　な　　　　　　し

具 申 又 は 勧 告 の 内 容

九州地方整備局　入札監視委員会第二部会　審議概要

委 員

・審議対象期間内に契約した案件の契約方式毎の概要を
報告

・審議対象期間内における指名停止の運用状況を報告

・一者応札、不調・不落、高落札率、再度入札における一
位不動、低入札、入札談合に関する情報等への対応状況
を報告

意見・質問 回　　答



 Ｎｏ．１

（別紙）    令和５年度　第２回入札監視委員会　（令和５年１１月２９日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【　工　事　】

委員からの意見・質問、 （政府調達に関する協定適用対象工事）
それに対する回答等

【　工　事　】

（政府調達以外・港湾土木）

②令和5年度志布志港(若浜地区)防波堤(沖)
被覆ブロック製作工事

Ａ．事業全体の完了が令和８年度ということだ
が、被覆ブロックは一番最後に設置するのに
今年度製作する理由は、最終的に完了に間
に合わせるためか。

回答

Ａ．経常建設共同企業体とは何か。 Ａ’．経常建設共同企業体は、特定の工事に
限らず、継続的に複数の企業がジョイントベ
ンチャーを組むものである。

意見・質問

Ｂ．三重県の工場で橋梁の部材を製作し、九
州まで運ぶというのはなぜか。

Ｂ’．受注者が三重県の工場と契約をしたた
めである。発注者から工場の指定をしたもの
ではない。

①令和5年度鹿児島港(鴨池中央港区)臨港
道路橋梁上部工(P3-P6)工事

Ａ’．そのとおりである。

Ｂ．被覆ブロックは設置されるまでずっと今の
仮置ヤードに置いておくのか。別のところで作
業ヤードを作ってそこに溜めていくのか。

Ｂ’．当面は現在の仮置ヤードに置き、不足
があれば他の現場と調整して新たな仮置
ヤードを確保する。

Ｅ．競争参加資格に本社所在地の要件を設け
ているが、その基準は何か。

Ｅ’．金額が大規模ではないこと、工事の難
易度が高くないことなどを考慮し、中小企業
者の受注機会の増大を図る工事として地域
要件を設け、本社所在地を確認している。

Ｃ．予定価格超過者がいるが、応札する企業
は、予定価格は分からないのか。

Ｃ’．分からないようになっている。

Ｄ．５者が同じ入札価格だが、なぜか。 Ｄ’．当局から見積参考資料、資材価格、工
事内容の内訳等を提示しているため、ある程
度、各社類似になってくるのではないかと考
える。
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 Ｎｏ．２

（別紙）    令和５年度　第２回入札監視委員会　（令和５年１１月２９日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【　工　事　】

（政府調達以外・港湾土木以外）

【　工　事　】

（随意契約）

Ｄ．まず工事用の仮設道路を作って、それか
ら本体の道路をまた作るというのはなぜか。

③令和5年度北九州空港エプロン新設外工
事

④令和5年度苅田沖土砂処分場法面対策工
事

意見・質問 回答

Ａ．空港敷地内は特にセキュリティが厳しいと
思うが、受注者の出入り管理の手続きはどう
なるのか。

Ａ’．受注者が空港の制限区域内に入るため
の申請の手続き等を行い、出入りの際にも、
腕章などを身につけてはっきり分かるように
しており、関係者以外は入れないようになっ
ている。

Ｂ．事前のシミュレーションでは３２社となって
いるが、最後まで入札をしたのが４社というの
は少なくないか。

Ｂ’．入札者が４社であり、競争性は確保され
ていると考えている。

Ｃ．アスファルト舗装とコンクリート舗装の違い
は、コスト、利用や耐久性の面など何がある
のか。

Ｃ’．エプロンについては、航空機が駐機する
ため荷重等に対する耐久性や、給油をする
ので可燃性が無いコンクリート舗装となって
いる。それ以外は基本アスファルトを使用し
ている。アスファルトの方が安価で日々復旧
がしやすい。

Ｄ’．エプロンの施工箇所に至るための場内
道路はもっぱら空港業務のためのものであ
り、施工開始後は空港業務と関係ない工事
関係車両が通行できなくなる。このため、工
事用仮設道路を整備したのち、施工を行い、
新設したエプロンに至る空港業務のための
道路を整備する。

Ａ．復旧後の形が、元の形に戻すのではなく、
砂を取り出してセットバックしたような形になっ
ているのは、斜面を少し緩やかにすることで
崩れにくくするためか。

Ａ’．そのとおりである。

Ｂ．取り除いた土砂はどこにあるのか。 Ｂ’．南側の空き地に仮置きしている。

Ｃ．予定価格はどのように設定したのか。 Ｃ’．受注者から入手した見積もりを参考とし
つつ当局の標準歩掛かりと比較した上で、適
切な金額を積み上げ、予定価格を設定した。



 Ｎｏ．３

（別紙）    令和５年度　第２回入札監視委員会　（令和５年１１月２９日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【建設コンサルタント業務等】

（簡易公募型プロポーザル）

【建設コンサルタント業務等】

（参加者の有無を確認する公募手続きを行った契約）

⑤令和5年度九州管内港湾における林産品
輸出等拡大検討業務

意見・質問

Ｃ．参加が１社となったのはなぜか。

Ｄ．随意契約において予定価格にはどのよう
な意味があるのか。

回答

Ｄ’．随意契約であっても契約の制度上、予
定価格を設定することが適正であるとされて
いる。

Ｃ’．業務内容が専門的であり、事業者の得
手不得手・人員的な面から参加を控えたもの
と考えられる。

Ａ．この業務自体は港湾空港技術研究所にあ
るシステムの保守だと思うが、参加者の確認
といっても、手を挙げる者はいないのではない
か。随意契約はできないのか。

Ａ’．参加者の有無を確認する公募手続き
は、透明性・競争性を確保するために行って
いる。これは、公益法人などとの随意契約見
直し計画が策定されたことによるものであ
る。

Ｄ．予定価格と契約金額が同じなのはなぜ
か。

Ｄ’．本件は高度で専門的な技術を要するも
のであり、プロポーザル方式を採用してい
る。特定した者の技術提案に基づいて特記
仕様書を確定させるものであるため、参考見
積りを取っており、当局でも官積算との比較
による妥当性の確認等を行っている。あらか
じめ業務量の目安となる金額を公表している
ため、比較的近い価格になりやすい。

⑥令和5年度ネットワーク対応型油漂流予測
システムの運用保守業務

Ａ．同種業務・類似業務が、本件の業務内容
である「港湾の規模や施設配置に関する内
容」になっていないのはなぜか。

Ａ’．港湾における同様の検討事例がまだ少
ない中で、より多くの事業者が参加できるよう
に今回の要件を設定している。

Ｂ．この業務によって得ることができるものは
何か。

Ｂ’．林産品輸出拡大に必要な港湾施設につ
いて、港湾計画に位置づけるために施設の
配置・規模に関する基礎情報を得ている。



 Ｎｏ．４

（別紙）    令和５年度　第２回入札監視委員会　（令和５年１１月２９日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【物品及び役務】

（一般競争）

【少額随意契約】

（随意契約）

【全体】

抽出事案について、不適切な点や改善すべき
点は認められず、適正に契約が執行されてい
る。

Ａ．別々の契約になったのはなぜか。

意見・質問

⑧灯浮標１基修理
⑨標識灯１基修理

Ａ．強震計はこの会社しか作れないのか。

Ｂ．気象庁が設置する地震計とは目的が異な
るため、異なる場所でデータを観測しているの
か。

Ｂ．この業務を関門航路事務所が発注するの
はなぜか。

Ｂ’．平成９年のナホトカ号や平成２６年の韓
国沖の船舶事故を契機に、日本でも海上に
流出した油をいち早く予測できるシステムが
必要とされた時に、大型の油回収兼浚渫船
を所有している当事務所で発注することと
なったもの。

回答

Ａ’．灯浮標の不具合発見後、事務所に保管
していた物を一時的に使用していたが、９月
下旬には工事で使用する予定があったた
め、灯浮標を優先して契約手続きを進めた。
標識灯は緊急性が無かったため、交換の時
期が近づいたタイミングで契約を行った。

Ｂ’．複数基を保管している。

⑦令和5年度伊万里港強震計設置業務

Ｂ．灯浮標は事務所にそれなりの数を保管し
ているのか。

Ａ’．機器メーカーとしては、日本に４社、アメ
リカに１社ある。

Ｂ’．そのとおりである。


